
四 半 期 報 告 書

(第19期第３四半期)

株式会社日本アクア

　



　



四 半 期 報 告 書

１ 本書は四半期報告書を金融商品取引法第27条の30の２に規定する開

示用電子情報処理組織(EDINET)を使用し提出したデータに目次及び頁

を付して出力・印刷したものであります。

２ 本書には、上記の方法により提出した四半期報告書に添付された四

半期レビュー報告書及び上記の四半期報告書と同時に提出した確認書

を末尾に綴じ込んでおります。
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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第18期

第３四半期
累計期間

第19期
第３四半期
累計期間

第18期

会計期間
自 2021年１月１日
至 2021年９月30日

自 2022年１月１日
至 2022年９月30日

自 2021年１月１日
至 2021年12月31日

売上高 (千円) 17,033,728 18,259,277 23,903,421

経常利益 (千円) 837,358 1,660,519 1,429,232

四半期(当期)純利益 (千円) 553,233 1,122,853 953,802

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) － － －

資本金 (千円) 1,903,649 1,903,649 1,903,649

発行済株式総数 (株) 34,760,000 34,760,000 34,760,000

純資産額 (千円) 7,550,897 8,429,282 7,951,431

総資産額 (千円) 17,004,460 20,560,794 18,279,278

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 17.12 34.75 29.52

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

１株当たり配当額 (円) － － 20.00

自己資本比率 (％) 44.4 41.0 43.5

　

回次
第18期

第３四半期会計期間
第19期

第３四半期会計期間

会計期間
自 2021年７月１日
至 2021年９月30日

自 2022年７月１日
至 2022年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 10.50 15.35

(注) １. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

２.「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期会計期間の期首から

適用しており、当第３四半期累計期間に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を適用した後の

指標等となっております。
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２ 【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事項の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が、会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識

している主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な

変更はありません。

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中における将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

（１）業績の状況

（経営成績）

　当第３四半期累計期間（2022年１月１日から2022年９月30日まで）におけるわが国経済は、持ち直しの動きが見

られるものの、世界的な金融引締め等が続く中、海外景気の下振れがわが国の景気を下押しするリスクや、物価上

昇、供給面での制約、金融資本市場の変動などが懸念されています。

　当社が属する建築・住宅業界におきましては、わが国の2030年に向けた温室効果ガスの削減目標に合わせ、2022

年６月13日に「脱炭素社会の実現に資するための建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律等の一部を改正

する法律」（以下、「建築物省エネ法」改正法と言う。）が成立し、2025年度以降新築する全ての住宅・建築物に

省エネ基準への適合が義務付けられました。このような環境下、当社は、高気密・高断熱性能を有する「アクアフ

ォームシリーズ」の商品力と全国施工ネットワークを有する強みを活用し、各部門において積極的な受注活動を展

開してまいりました。

　戸建部門においては、「建築物省エネ法」改正法の成立と合わせ、東京都の「東京ゼロエミ住宅」ほか各自治体

が高い断熱性能や省エネ性能の基準を設定したことなどから、高気密・高断熱住宅への関心が高まり、「アクアフ

ォームシリーズ」は安定した受注を確保、同部門の売上高は10,209百万円となりました。建築物市場においては、

当社不燃断熱材を始めとした強い引き合いが続く中、積極的な営業活動を展開し、建築物部門の売上高は4,640百万

円となりました。防水部門の売上高は203百万円、その他部門である、原料販売・機械等の売上高は3,204百万円と

なりました。なお、当事業年度期首より、リフォーム工事を従来のその他部門から親和性が高い戸建部門に変更し、

今後の伸長を重視している防水工事を建築物部門から独立した防水部門とする組み替えを行っております。

（単位：百万円、％）

第18期
第３四半期累計期間
（組み替え後）

第19期
第３四半期累計期間

増減額 増減比

戸建部門 9,819 10,209 +390 +4.0

建築物部門 3,716 4,640 +924 +24.9

防水部門 73 203 +129 +175.8

その他部門 3,423 3,204 △219 △6.4

合計 17,033 18,259 +1,225 +7.2

　この結果、当第３四半期累計期間の売上高は、18,259百万円と前年同期比で7.2％の増収となりました。一方、ウ

レタン原料の素原料である原油、ナフサ、ベンゼン等の価格は高止まりし、円安が持続的に進行しております。こ

のような原料調達環境が継続する中、当社では複数社調達を始めとする原料確保と商品の安定供給に努め、コスト

アップ対策として商品販売価格の改定を行いつつ、継続的な改善を通じた品質の安定化と原価低減に取り組みまし

た。

　さらに、全社として受注時における工事採算性の重視を徹底することで収益の確保に努めるとともに、当社の強

みである「施工力」の一層の強化に向け、認定施工店に対する施工代金の増額、当社社員の独立支援制度の拡充、

保管倉庫等の施設賃貸といった様々な支援を実施いたしました。
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　以上により、売上総利益率は21.5％と前年同期比で2.1ポイントの改善、営業利益は1,631百万円と前年同期比で

96.9％の増益、経常利益は1,660百万円と前年同期比で98.3％の増益、四半期純利益につきましては1,122百万円と

前年同期比で103.0％の増益となりました。

（２）財政状態の分析

(総資産)

　当第３四半期会計期間末における総資産は20,560百万円（前事業年度末比12.5％増）となり、前事業年度末に比

べ2,281百万円の増加となりました。

(流動資産)

　当第３四半期会計期間末における流動資産は15,925百万円（前事業年度末比17.2％増）となり、前事業年度末に

比べ2,334百万円の増加となりました。これは主として年末の施工需要に対応する為の原料を調達したことにより

棚卸資産が2,200百万円増加、未収入金が395百万円増加、その他に含まれる未収消費税等が156百万円増加したこ

とに対して、現金及び預金が56百万円減少、受取手形、売掛金及び契約資産が366百万円が回収により減少したこ

となどによるものであります。

(固定資産)

　当第３四半期会計期間末における固定資産は4,635百万円（前事業年度末比1.1％減）となり、前事業年度末に比

べ、52百万円の減少となりました。これは主として減価償却による資産の減少が164百万円であったことに対して、

宮崎営業所建設用地の取得により土地が20百万円増加、有形固定資産その他に含まれる機械装置の取得により40百

万円増加、無形固定資産のその他に含まれるソフトウェア取得により11百万円増加、投資その他の資産のその他に

含まれる繰延税金資産が17百万円、事務センター開設に伴い差入保証金が13百万円増加したことなどによるもので

あります。

(負債合計)

　当第３四半期会計期間末における負債合計は12,131百万円（前事業年度末比17.5％増）となり、前事業年度末に

比べ1,803百万円の増加となりました。

(流動負債)

　当第３四半期会計期間末における流動負債は12,012百万円（前事業年度末比18.2％増）となり、前事業年度末に

比べ1,845百万円の増加となりました。これは主としては、短期借入金が1,400百万円増加、買掛金が466百万円増

加、賞与引当金が55百万円増加、未払法人税等が85百万円増加したことなどに対して、その他に含まれる未払金及

び未払費用が支払により108百万円減少、未払消費税等が43百万円減少したことなどによるものであります。

(固定負債)

　当第３四半期会計期間末における固定負債は119百万円（前事業年度末比25.9％減）となり、前事業年度末に比

べ41百万円の減少となりました。この減少の主な要因は、長期のリース債務が24百万円減少、長期借入金が16百万

円減少したことなどによるものであります。

(純資産)

　当第３四半期会計期間末における純資産は8,429百万円（前事業年度末比6.0％増）となり、前事業年度末に比べ

477百万円の増加となりました。この増加の主な要因は、四半期純利益により1,122百万円の増加及び配当の支払い

により646百万円が減少したことなどによるものであります。

(自己資本比率)

　当第３四半期会計期間末における自己資本比率は、41.0％（前事業年度末比2.5％減）となりました。

３ 【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　



― 6 ―

第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2022年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2022年11月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 34,760,000 34,760,000
東京証券取引所
(プライム市場)

単元株式数は100株であります。

計 34,760,000 34,760,000 ― ―

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2022年７月１日～
2022年９月30日

― 34,760,000 ― 1,903,649 ― 1,883,649
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(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2022年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

2022年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

普通株式 ― ―
2,447,100

完全議決権株式(その他)
普通株式

323,085
権利内容に何ら限定のない当社におけ
る標準となる株式であります。
また、単元株式数は100株であります。

32,308,500

単元未満株式 4,400 ― ―

発行済株式総数 34,760,000 ― ―

総株主の議決権 ― 323,085 ―

(注)単元未満株式には、当社保有の自己株式28株が含まれております。

② 【自己株式等】

2022年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

(自己保有株式)
株式会社日本アクア

東京都港区港南二丁目16番２号 2,447,100 ― 2,447,100 7.04

計 ― 2,447,100 ― 2,447,100 7.04
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２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１ 四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(2022年７月１日から2022年９月

30日まで)及び第３四半期累計期間(2022年１月１日から2022年９月30日まで)に係る四半期財務諸表について、有限責

任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

３ 四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、

当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目からみて、当企業集団の

財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとし

て、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(2021年12月31日)

当第３四半期会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,926,921 1,870,178

受取手形及び売掛金 6,946,757 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 6,580,034

棚卸資産 951,963 3,152,235

未収入金 3,686,345 4,081,934

その他 112,987 270,103

貸倒引当金 △33,794 △29,285

流動資産合計 13,591,180 15,925,201

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,408,111 2,317,226

土地 1,611,699 1,631,752

その他（純額） 243,583 239,556

有形固定資産合計 4,263,394 4,188,535

無形固定資産

借地権 15,000 15,000

その他 96,501 84,281

無形固定資産合計 111,501 99,281

投資その他の資産

その他 380,454 415,025

貸倒引当金 △67,251 △67,248

投資その他の資産合計 313,202 347,776

固定資産合計 4,688,097 4,635,592

資産合計 18,279,278 20,560,794
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(単位：千円)

前事業年度
(2021年12月31日)

当第３四半期会計期間
(2022年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 6,055,946 6,522,231

短期借入金 3,100,000 4,500,000

1年内返済予定の長期借入金 33,400 33,400

リース債務 37,866 34,337

未払法人税等 254,804 339,808

賞与引当金 21,738 77,243

その他 662,963 505,138

流動負債合計 10,166,719 12,012,159

固定負債

長期借入金 33,200 16,500

リース債務 80,245 55,923

資産除去債務 39,314 39,486

その他 8,367 7,442

固定負債合計 161,127 119,352

負債合計 10,327,846 12,131,511

純資産の部

株主資本

資本金 1,903,649 1,903,649

資本剰余金 1,885,037 1,885,273

利益剰余金 5,367,699 5,844,335

自己株式 △1,204,971 △1,204,016

株主資本合計 7,951,415 8,429,241

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 15 41

評価・換算差額等合計 15 41

純資産合計 7,951,431 8,429,282

負債純資産合計 18,279,278 20,560,794
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 2021年１月１日
　至 2021年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自 2022年１月１日
　至 2022年９月30日)

売上高 17,033,728 18,259,277

売上原価 13,721,191 14,333,097

売上総利益 3,312,536 3,926,179

販売費及び一般管理費 2,483,942 2,294,842

営業利益 828,594 1,631,337

営業外収益

受取利息 13,049 30,844

受取保険金 6,810 2,260

その他 12,243 7,240

営業外収益合計 32,103 40,346

営業外費用

支払利息 7,187 8,620

売上割引 16,082 －

その他 69 2,542

営業外費用合計 23,339 11,163

経常利益 837,358 1,660,519

特別利益

固定資産売却益 100 4,964

特別利益合計 100 4,964

特別損失

固定資産売却損 － 1,098

固定資産除却損 252 0

特別損失合計 252 1,098

税引前四半期純利益 837,207 1,664,386

法人税、住民税及び事業税 284,601 559,942

法人税等調整額 △627 △18,409

法人税等合計 283,973 541,532

四半期純利益 553,233 1,122,853
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、

当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識しています。

この適用により、当社が取引先に販売手数料として支払っていたリベートについて、従来販売費及び一般管理

費に計上していましたが、取引の実態に鑑み変動対価や顧客に支払われる対価とし、売上高から減額する方法

に変更しています。同様に、従来営業外費用で計上していた売上割引についても、売上高から減額する方法に

変更しています。工事については、一定の期間にわたり充足される履行義務として進捗度に応じて収益を認識

し、取引開始日等から完全に履行義務を充足すると見込まれる時点までの期間がごく短い場合には、完全に履

行義務を充足した時点で収益を認識しています。なお、履行義務の充足に係る進捗度の見積りの方法は、履行

義務の結果を合理的に測定できる場合は、契約上の総出来高に対する実際出来高の割合（アウトプット法）で

算出しております。また、履行義務の充足に係る進捗度を合理的に見積もることができないが、発生する費用

を回収することが見込まれる場合は、原価回収基準にて収益を認識しています。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期

会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しています。ただし、収益認

識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほと

んどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用していません。また、収益認識会計基準

第86項また書き(1)に定める方法を適用し、第１四半期会計期間の期首より前までに行われた契約変更につい

て、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行っております。

この結果、当第３四半期累計期間の売上高が82,225千円減少し、売上原価が5,334千円増加しています。販売費

及び一般管理費が67,640千円、営業外費用が19,920千円それぞれ減少しました。営業利益は19,920千円減少し

ておりますが、経常利益、四半期純利益及び利益剰余金の当期首残高への影響はありません。

収益認識会計基準等を適用したため、前事業年度の貸借対照表において、「流動資産」に表示していた「受取

手形及び売掛金」は、第１四半期会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示することとい

たしました。なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前事業年度について新たな

表示方法により組替えを行なっていません。また、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12

号 2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期累計期間に係る顧客との契約

から生じる収益を分解した情報を記載していません。

（時価の算定に関する会計基準の適用)

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基

準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期財務諸表に与え

る影響はありません。
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(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む）は次のとおりであります。

前第３四半期累計期間
（自 2021年１月１日
至 2021年９月30日）

当第３四半期累計期間
（自 2022年１月１日
至 2022年９月30日）

減価償却費 150,890千円 164,003千円

(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間(自 2021年１月１日 至 2021年９月30日)

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年３月25日
定時株主総会

普通株式 646,047 20.00 2020年12月31日 2021年３月26日 利益剰余金

２ 基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

当第３四半期累計期間(自 2022年１月１日 至 2022年９月30日)

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年３月25日
定時株主総会

普通株式 646,217 20.00 2021年12月31日 2022年３月28日 利益剰余金

２ 基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社の事業は、熱絶縁工事業及び付帯業務の単一事業であり、開示対象となるセグメントがないため、記載を省

略しております。

　



― 16 ―

(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　当社の事業は、熱絶縁工事業及び付帯業務の単一事業であり、戸建て住宅向け断熱材施工、建築物向け断熱材施工、

防水、商品販売の４部門から構成されております。顧客との契約から生じる収益を分解した情報に関しましては、部

門別で開示しております。

当第３四半期累計期間（自 2022年１月１日 至 2022年９月30日）

製品及びサービスごとの情報

（単位： 千円）

戸建部門 建築物部門 防水部門 商品販売部門 合計

財またはサービスの
移転時期

　一時点 10,209,837 ― 203,941 3,204,521 13,618,299

　一定の期間 ― 4,640,978 ― ― 4,640,978

顧客との契約から生じる収益 10,209,837 4,640,978 203,941 3,204,521 18,259,277

外部顧客への売上高 10,209,837 4,640,978 203,941 3,204,521 18,259,277

（注）商品販売には、機械販売277,885千円が含まれております。

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

項目
前第３四半期累計期間
(自 2021年１月１日
至 2021年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自 2022年１月１日
至 2022年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 17円12銭 34円75銭

(算定上の基礎)

四半期純利益金額(千円) 553,233 1,122,853

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 553,233 1,122,853

普通株式の期中平均株式数(株) 32,306,824 32,311,917

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

　



独立監査人の四半期レビュー報告書

2022年11月９日

株式会社 日 本 ア ク ア

取 締 役 会 御中

有限責任 あずさ監査法人
　東京事務所

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 宮 木 直 哉

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 福 島 力

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社日本ア

クアの2022年１月１日から2022年12月31日までの第19期事業年度の第３四半期会計期間（2022年７月１日から2022年９

月30日まで）及び第３四半期累計期間（2022年１月１日から2022年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、

四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社日本アクアの2022年９月30日現在の財政状態及び同日をもって終

了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められな

かった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」

に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監

査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

四半期財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切であ

るかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関

する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ

れる年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか

　



結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四

半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でな

い場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、

四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存

続できなくなる可能性がある。

・四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準

拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の表

示、構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が

認められないかどうかを評価する。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
　

　



【表紙】

【提出書類】 確認書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 2022年11月９日

【会社名】 株式会社日本アクア

【英訳名】 Nippon Aqua Co., Ltd.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長 中村 文隆

【最高財務責任者の役職氏名】 ―

【本店の所在の場所】 東京都港区港南二丁目16番２号

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

　



１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

当社代表取締役社長中村文隆は、当社の第19期第３四半期（自 2022年７月１日 至 2022年９月30日）の四半期

報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認いたしました。

　

２ 【特記事項】

確認に当たり、特記すべき事項はありません。

　



　



　


